


君
の
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

野
球
部

プ
ロ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る

吹
奏
楽
部

演
奏
技
術
の
向
上

チ
か
ら
強
い
ボ
ー
ル
を
投
げ
た
り
、
打
撃

力
を
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
必
要
な
体
の
動

き
と
フ
ォ
ー
ム
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

関
節
の
動
き
の
ル
ー
ル
、
効
率
の
よ
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
み
出
し
方
な
ど
初
め
て

受
け
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
部
員
た
ち
は
戸

惑
い
な
が
ら
も
、
動
作
を
繰
り
返
し
て
行

い
、
自
分
の
体
に
身
に
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
札
幌
ド
ー
ム
で
北
海
道
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
対
千
葉
ロ
ッ
テ
マ

リ
ー
ン
ズ
の
試
合
を
観
戦
。
大
谷
翔
平
投

手
の
投
球
や
田
中
賢
介
選
手
の
ホ
ー
ム
ラ

ン
な
ど
プ
ロ
の
技
術
や
パ
ワ
ー
を
間
近
に

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
９
回
裏
に
追
い
つ
い
た
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
が
12
回
に
劇
的
な
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

利
で
14
連
勝
目
を
飾
り
ま
し
た
。
勝
利
の

瞬
間
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
部
員
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
思
い
出
に

残
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
り
ま
し
た
。

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
ズ
の
前
田
健
代
表
と
チ
ー
フ
コ
ー

チ
の
山
口
有
映
さ
ん
に
よ
る
技
術
指
導
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

前
田
さ
ん
は
元
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
チ
で
、
効
果
的
な
体
の
使

い
方
や
動
作
の
仕
組
み
に
基
づ
く
技
術
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
部
員
た
ち
は
両
コ
ー

中
学
生
を
応
援
す
る
君
の
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

野
球
部
は
プ
ロ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
学
び
、
試
合
観
戦
。

吹
奏
楽
部
は
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
た
技
術
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

７
月
10
日
、
比
布
中
学
校
野
球
部
員
を

対
象
に
し
た
君
の
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
札

幌
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

部
員
た
ち
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
札
幌
ド
ー

ム
で
プ
ロ
野
球
観
戦
」、「
技
術
指
導
を
受

け
た
い
」
な
ど
の
希
望
を
か
な
え
る
君
の

夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
は
じ
め
に
野
球
専
門

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
を
行
う
株
式
会
社

　

７
月
18
日
、
比
布
中
学
校
音
楽
室
で
吹

奏
楽
部
の
君
の
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ

れ
、
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
全
国
大
会
に

多
数
出
場
し
て
い
る
「
北
見
吹
奏
楽
団
」

の
部
員
９
人
が
来
町
し
ま
し
た
。

　

パ
ー
ト
ご
と
に
分
か
れ
て
の
練
習
で
は
、

「
普
段
か
ら
自
分
が
出
し
た
い
音
を
イ
メ
ー

ジ
し
な
が
ら
練
習
す
る
こ
と
が
大
切
」
と

音
の
出
し
方
や
呼
吸
法
な
ど
基
礎
的
な
こ

と
を
教
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ン
ク
ー

ル
で
演
奏
す
る
曲
を
練
習
し
、
リ
ズ
ム
の

と
り
方
や
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
表
現
方
法
な
ど

細
か
な
演
奏
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　

最
後
に
全
員
で
コ
ン
ク
ー
ル
で
演
奏
す

る
「
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
・
ウ
イ
ン
ク
」
を
合

奏
す
る
と
音
楽
室
に
収
ま
ら
な
い
く
ら
い

の
音
量
に
。
部
長
の
深
山
理
紗
さ
ん（
３
年
）

は
「
み
ん
な
の
音
が
い
き
い
き
し
て
、
こ

れ
ま
で
と
は
全
く
違
う
演
奏
に
変
わ
っ
た
」

と
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
目
標
の
金
賞
に
は

届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
部
員
た
ち
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
教
わ
っ
た
こ
と
を
生
か
し
、

新
た
な
目
標
に
向
か
っ
て
歩
み
始
め
て
い

ま
す
。
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久保田 夏生さん

中央小学校６年

＃006

　

中
央
小
学
校
６
年
の
久
保
田
夏
生
さ
ん
。

第
79
回
全
日
本
ペ
ン
書
道
展
覧
会
の
児
童

生
徒
の
部
硬
筆
部
で
大
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
同
部
の
小
学
６
年
生
部
門
に
は
全
国

で
５
２
０
人
か
ら
の
出
展
が
あ
り
、
そ
の

中
で
大
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
４
人
。
道
内

で
唯
一
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

 

「
大
賞
に
選
ば
れ
た
と
聞
い
て
、
す
ご
く
う
れ

し
か
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
久
保
田
さ
ん
。

久
保
田
さ
ん
が
ペ
ン
習
字
を
始
め
た
の
は
小

学
２
年
生
の
秋
、
そ
れ
ま
で
自
分
の
書
く
字

が
あ
ま
り
好
き
で
は
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

 
「
ペ
ン
習
字
を
し
て
い
る
祖
母
の
字
が
と

て
も
き
れ
い
で
、
あ
こ
が
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ペ
ン
習
字
教
室
に
通
っ
て
い
る
友

達
も
多
く
、
興
味
を
持
ち
ま
し
た
」

　

身
近
な
人
た
ち
か
ら
の
影
響
も
あ
り
、

自
分
も
字
が
上
手
に
な
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
強
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ペ
ン
習
字
を
始
め
て
か
ら
は
、
字
を
書

く
こ
と
が
ど
ん
ど
ん
好
き
に
な
り
、
み
る

み
る
上
達
し
て
い
っ
た
久
保
田
さ
ん
。
ペ

ン
習
字
教
室
「
ペ
ン
遊
会
」
の
星
冬
紅
先

生
は
「
久
保
田
さ
ん
は
、
が
ん
ば
り
や
、

一
画
一
画
丁
寧
に
心
を
込
め
て
、
と
て
も

素
直
な
字
を
書
き
ま
す
」
と
ほ
め
ま
す
。

 

「
ペ
ン
習
字
を
始
め
た
こ
ろ
は
、
提
出
し
た

課
題
作
品
が
ト
ッ
プ
賞
に
選
ば
れ
る
と
う

れ
し
く
て
、
さ
ら
に
上
手
に
な
っ
て
、
ま

た
選
ば
れ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
思

い
は
今
も
変
わ
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
も
た
く

さ
ん
ト
ッ
プ
賞
を
と
り
た
い
で
す
」

　

上
位
を
目
指
し
、
意
欲
を
見
せ
る
久
保

田
さ
ん
。
ペ
ン
習
字
教
室
に
は
、
ほ
ぼ
休

む
こ
と
な
く
通
い
、
自
宅
で
の
練
習
も
欠

か
し
ま
せ
ん
。

 

「
友
達
や
ぶ
っ
く
ん
寺
子
屋
の
先
生
に
字

が
き
れ
い
だ
と
ほ
め
ら
れ
る
こ
と
が
増
え

て
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
ペ
ン
習
字

を
習
っ
て
よ
か
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

　

自
信
を
持
っ
た
久
保
田
さ
ん
は
、
現
在
、

硬
筆
書
写
技
能
検
定
４
級
合
格
に
向
け
て

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

検
定
は
、
速
書
き
や
縦
書
き
、
横
書
き

な
ど
の
実
技
試
験
と
漢
字
の
筆
順
や
書
き

取
り
な
ど
の
理
論
試
験
が
あ
り
、
１
級
に

合
格
す
る
と
、
指
導
者
証
及
び
認
定
書
が

交
付
さ
れ
、
ペ
ン
習
字
教
室
を
開
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

 

「
き
れ
い
な
字
は
宝
も
の
。
ま
ず
は
、
中

学
生
に
な
っ
た
ら
今
回
の
大
賞
よ
り
も
さ

ら
に
上
位
の
賞
が
あ
る
の
で
、
そ
の
賞
を

受
賞
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
そ

し
て
、
将
来
は
硬
筆
検
定
１
級
を
と
り
た

い
で
す
」

　

こ
れ
か
ら
の
目
標
を
話
す
久
保
田
さ
ん
。

ま
っ
す
ぐ
な
瞳
で
力
強
く
し
っ
か
り
と
前

を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

Nao Kubota

さまざまな分野で活躍する子どもたちを紹介します。

大賞の賞状とトロフィーを手に笑顔を見せる久保田さん

▲久保田さんの作品

ペン遊会（ペン習字教室）　生徒募集中！　
　美しい文字は一生の宝になります。お子さん
から大人まで丁寧に指導します。見学、体験学
習などお気軽にお問い合わせください。 

［開講日］

□小学生　毎週木・金曜日 15：30 ～ 17：30

□大　人　毎週火・木曜日 19：00 ～ 21：00

［場所］福祉会館第２研修室

［問い合わせ］講師　星
ほしとうこう

冬紅さん

　　　　　　 ☎ 58-9696/090-8371-1721
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多
彩
な
竹
細
工
作
品

　

町
内
の
基
線
８
号
に
立
つ
小
さ

な
工
房
は
竹
細
工
職
人
の
近
藤
幸

男
さ
ん
が
経
営
す
る
「
北
の
竹
工

房
」。
こ
の
工
房
で
近
藤
さ
ん
は

一
日
数
時
間
、
作
品
づ
く
り
に
精

を
出
す
。

　

竹
細
工
と
い
う
と
、
カ
ゴ
や
ザ

ル
と
い
っ
た
工
芸
品
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な

竹
細
工
の
魅
力
を
「
作
れ
る
形
は

無
限
大
。
な
ん
で
も
作
れ
る
」
と

近
藤
さ
ん
は
話
す
。

　

そ
の
答
え
は
、
工
房
の
一
室
を

埋
め
尽
く
す
作
品
を
見
れ
ば
一
目

瞭
然
。
近
藤
さ
ん
が
手
が
け
る
作

品
は
と
に
か
く
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
ん
で
い
る
。バ
ッ
グ
や
茶
道
具
、

箸
、
調
理
器
具
な
ど
の
日
用
品
か

ら
、
照
明
ス
タ
ン
ド
な
ど
の
イ
ン

テ
リ
ア
用
品
な
ど
種
類
も
さ
ま
ざ

ま
。
寸
分
の
狂
い
も
な
く
編
ま
れ

た
網
目
の
模
様
が
実
に
美
し
い
。

　
竹
を
愛
し
真
摯
に
向
き
合
う

 

「
竹
一
本
一
本
の
性
格
を
生
か

す
」

 

こ
れ
は
近
藤
さ
ん
が
自
分
に
課

し
て
い
る
テ
ー
マ
。
竹
細
工
で
は

使
い
勝
手
の
悪
い
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
し

た
節
の
部
分
を
あ
え
て
作
品
全
面

に
出
し
、
荒
々
し
く
、
力
強
い
印

象
に
し
た
り
、
竹
の
成
長
過
程
で

奇
形
し
た
枝
を
切
ら
ず
に
、
そ
の

ま
ま
生
か
し
た
作
品
に
仕
上
げ
た

使う竹の種類にこだわる近藤さん。町内の山

で調達した「千島笹（ちしまざさ）」は好ん

で使う竹。豪雪地帯に生える千島笹は、雪

の重みに耐えて冬を越すため、強さと柔ら

かさを兼ね備え、折れにくいという特徴が

ある。本州に多く生息する太くて硬いマダ

ケでは表現できない形を編むことができる。

北
の
竹
工
房
　
近
藤
幸
男
さ
ん

近藤さん自作の窯。穫った竹

は約６か月間、毎日窯でいぶ

すことで、竹の芯まで乾燥さ

せる。

千島笹の素材が生きた丈夫で

使い勝手の良い箸。

り
と
、
決
し
て
素
材
を
無
駄
に
し

な
い
。「
材
料
は
大
切
に
」
と
、

竹
細
工
の
生
み
の
親
は
、
我
が
子

の
ご
と
く
愛
情
を
持
っ
て
竹
と
向

き
合
っ
て
い
る
。

　

近
藤
さ
ん
の
作
品
は
主
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
し

て
い
る
が
、
中
に
は
実
際
に
工
房

に
訪
ね
て
来
て
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
作
品
を
依
頼
す
る
人
も
い
る

と
の
こ
と
。
素
材
に
こ
だ
わ
り
、

制
作
工
程
で
一
切
の
妥
協
を
許
さ

な
い
近
藤
さ
ん
の
作
品
は
、
目
の

肥
え
た
客
を
も
う
な
ら
せ
る
。

―
北
の
竹
工
房
。
竹
を
愛
し
、
熟

練
の
技
術
で
魂
を
込
め
て
竹
を
編

む
熱
い
職
人
が
こ
こ
に
い
る
。

TAKUMI

竹
と
人
が
織
り
成
す

無
限
の
世
界

竹
と
人
が
織
り
成
す

無
限
の
世
界

匠
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竹×人

「石狩川」をイメージして作った皿。千島笹の柔

らかさと奇形した竹を生かし、川の流れとよどみ

を表現したユニークな形の作品。

整えた竹の皮を組み合わせ、滑らかな手つきで、複雑

な形状を素早く編んでいく技術は実に見事。

様々な工具を使い、竹を削っ

たりして幅や厚さを整える。

竹で編んだ照明スタン

ド。網目からもれる光

加減がなんともおしゃ

れな作品。

近藤幸男さん（昭和26年生まれ /興部町出身）

　高校卒業後、札幌でサラリーマンとして働く。28 歳
の時、当時勤めていた会社を退職し、以前から興味が

あった竹細工の道に進む。その後、岡山県美作市など

を拠点に活動。しだいに、田舎の広い土地に自分の工

房を持ちたいという思いから４年前に比布町に移住。

自宅の隣に「北の竹工房」を開く。

北の竹工房では、竹細工教室

を行っています。興味のある

方はぜひ、お申込みください。

■問い合わせ■

　☎８５‐３３１４
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▽
日
没
営
業　

午
後
４
時
15
分
～

６
時
15
分
（
３
月
土
日
祝
日
・
20

日
除
く
）

※
朝
礼
を
午
前
８
時
15
分
か
ら
行

い
ま
す
。

※
圧
雪
車
運
転
手
の
み
、
午
前
３

時
～
10
時
の
予
定
で
す
。

※
夜
間
・
日
没
営
業
は
、
別
途
時

間
外
勤
務
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

◇
業
務
内
容

①
索
道
係

■
乗
客
を
安
全
に
リ
フ
ト
へ
乗
り

降
り
さ
せ
る
こ
と
を
基
本
の
業
務

と
し
、
30
分
交
代
制
で
３
つ
の
係

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

［
乗
客
・
改
札
係
］
乗
客
を
リ
フ

ト
に
乗
り
降
り
さ
せ
る

［
運
転
係
］
リ
フ
ト
を
運
行
し
、

乗
客
の
安
全
を
監
視
す
る

［
改
札
、
監
視
補
助
係
］

■
そ
の
他
の
業
務

　

ス
キ
ー
場
エ
リ
ア
内
の
除
雪
、

雪
下
ろ
し
作
業
、
リ
フ
ト
運
行
の

準
備
、
点
検
保
守
作
業
、
施
設
補

修
作
業
、
管
理
な
ど

②
出
札
係

　

リ
フ
ト
券
の
販
売
、
売
上
集
計

作
業
、
団
体
の
受
付
、
施
設
の
清

掃
な
ど

③
圧
雪
車
運
転
手

　

ゲ
レ
ン
デ
圧
雪
整
備
、
圧
雪
車

整
備
、
施
設
補
修
作
業
な
ど

◇
応
募
資
格

　

比
布
町
内
に
在
住
す
る
満
18
歳

以
上
65
歳
以
下
で
、
真
面
目
で
明

朗
か
つ
接
客
態
度
が
良
く
、
12
月

の
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
勤
務
で
き

る
方
。
ま
た
自
力
通
勤
が
で
き
る

方◇
雇
用
期
間

　

12
月
１
日
（
木
）
～
平
成
29
年

３
月
20
日
（
月
）

※
降
雪
等
に
よ
り
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◇
勤
務
時
間

▽
昼
間　

午
前
８
時
15
分
～
午
後

４
時
15
分
（
休
憩
45
分
含
む
）

▽
夜
間　

午
後
４
時
15
分
～
９
時

15
分
（
12
月
中
旬
～
２
月
28
日
・

週
３
回
程
度
）

④
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル

　

ゲ
レ
ン
デ
内
巡
回
、
ゲ
レ
ン
デ

内
ネ
ッ
ト
、
ロ
ー
プ
、
マ
ッ
ト
の

管
理
、
危
険
箇
所
の
確
認
、
補
修
、

閉
鎖
作
業
、
ケ
ガ
人
の
救
助
、
来

場
者
を
安
全
に
誘
導
す
る
な
ど

◇
休
日
　

　

勤
務
割
表
に
基
づ
き
、
月
６
日

程
度
。
な
お
、
原
則
と
し
て
土
日

祝
日
及
び
年
末
年
始
に
休
日
は
与

え
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

◇
申
込
期
間
・
提
出
書
類
等

①
期
間　

９
月
７
日
（
水
）
か
ら

23
日
（
金
）
ま
で
の
土
日
祝
日
を

除
く
、
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
30
分

②
場
所　

役
場
産
業
振
興
課
観
光

係③
提
出
書
類　

履
歴
書
１
通

※
印
鑑
を
押
印
し
て
い
た
だ
く
書

類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
印
鑑

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
そ
の
他

　

募
集
人
数
は
30
人
程
度
で
す
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
面
接
を

実
施
し
ま
す
。
そ
の
場
合
は
追
っ

て
連
絡
し
ま
す
。

　

な
お
、
採
用
通
知
は
10
月
中
旬

に
発
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
制
服
（
防
寒
着
）
は
貸

与
し
ま
す
。

OPEN!

ぴっぷスキー場センターハウス

オープン !!

木2016.12.12016.12.1

ぴっぷスキー
場

従業員
　募集

2016.12　
　2017.03▼ ▼ ▼

■問い合わせ■
役場産業振興課観光係 ☎８５-４８０６

ぴっぷスキー場にこの冬、新しいセンターハウスがオープンし
ます。

［施設内容］総合案内・券売場、レストラン、休憩所、キッズルー
ム、更衣室、トイレ、スノーボードスクール、パトロール詰所
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臨
時
福
祉
給
付
金

▼
対
象
者

　

平
成
28
年
度
分
の
町
民
税
（
均

等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

※
た
だ
し
、
課
税
さ
れ
て
い
る
方

に
生
活
の
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
て

い
る
方
（
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
）、

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
な
ど

は
除
き
ま
す
。

▼
支
給
額

　

１
人
に
つ
き　

３
、０
０
０
円

▼
基
準
日

　

平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で
住

民
票
が
あ
る
市
町
村
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。

障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者

向
け
給
付
金

▼
対
象
者

　

次
の
３
つ
の
要
件
を
満
た
す
方

が
対
象
で
す
。

①
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

の
支
給
対
象
者
の
方

②
平
成
28
年
５
月
分
の
障
害
基
礎

年
金
ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金
等
を

受
給
し
て
い
る
方

③
高
齢
者
向
け
給
付
金
の
支
給
を

受
け
て
い
な
い
方

▼
支
給
額

　

１
人
に
つ
き　

３
０
、０
０
０
円

平
成
28
年
度
　
臨
時
給
付
金

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
の
お
知
ら
せ

申
請
方
法

■
申
請
書
の
配
付
■
対
象
と
な
る

と
思
わ
れ
る
方
に
送
付
し
ま
す
。

■
申
請
先
■
役
場
保
健
福
祉
課
福

祉
係

■
申
請
期
間
■
９
月
１
日
（
木
）

～
11
月
30
日
（
水
）

■
提
出
書
類
等
■

①
申
請
書

②
印
鑑

③
指
定
し
た
口
座
が
確
認
で
き
る

書
類
（
金
融
機
関
名
、
口
座
番

号
、
口
座
名
義
人
が
わ
か
る
通
帳

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
）

④
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
写
真
付
き
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
等
）

　

平
成
26
年
４
月
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
、
所
得
の
低
い
方
・
低
年
金
受
給

者
に
与
え
る
負
担
を
緩
和
し
支
援
す
る
た
め
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
対
象

と
な
る
方
に
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と
「
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
」

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
両
給
付
金
の
対
象
者
、
申
請
方
法
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

中
学
生
の
学
習
を
支
援
す
る

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゼ
ミ
」
が
８
月
20

日
に
開
講
。
高
校
の
受
験
対
策

や
日
常
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
の
事
業
に
１
～
３
年
生
合

計
33
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

学
年
ご
と
に
分
か
れ
、
国
語
・

数
学
・
英
語
・
理
科
・
社
会
の

５
科
目
を
今
ま
で
の
復
習
、
学

力
テ
ス
ト
（
総
合
Ａ
～
Ｃ
）、
入

試
対
策
な
ど
を
、
12
月
ま
で
３

年
生
は
17
回
、
１
、２
年
生
は
15

回
に
わ
た
り
学
習
し
ま
す
。

　

担
当
す
る
旭
川
市
内
の
進
学

塾
「
旭
川
練
成
会
」
の
講
師
か

ら
わ
か
り
や
す
い
授
業
を
受
け
、

生
徒
た
ち
は
、
真
剣
に
問
題
を

解
い
て
い
ま
し
た
。

町
教
委
が
主
催

小
中
学
生
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト

　

小
学
生
の
夏
休
み
の
学
習
を

支
援
す
る
「
ぶ
っ
く
ん
寺
子
屋

夏
休
み
」
が
８
月
８
日
に
開
講
。

参
加
し
た
小
学
生
46
人
は
２
教

室
に
分
か
れ
、
町
内
に
住
む
元

教
員
や
教
員
を
目
指
す
大
学
生
、

高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
11

人
か
ら
学
習
方
法
を
学
び
ま
し

た
。

　

寺
子
屋
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
そ
れ
ぞ
れ
宿
題
の
ド
リ
ル
や

プ
リ
ン
ト
問
題
を
持
ち
寄
り
、

わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
一
緒
に
考
え
、
教
わ

り
な
が
ら
解
い
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
で
７
年
目
を
迎
え
た
こ

の
講
座
は
、
全
３
日
間
行
わ
れ

ま
し
た
。 
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※
行
政
区
（
町
内
会
）
が
変
わ
っ

た
場
合
は
、
地
区
別
放
送
の
設
定

を
変
更
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▼
町
外
へ
転
出
す
る
と
き

　

受
信
機
を
返
却
く
だ
さ
い
。

※
ご
自
分
で
取
り
外
し
が
で
き
な

い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
定
時
放
送

　

昼
は
午
後
零
時
15
分
、
夜
は
午

後
７
時
30
分
に
行
い
ま
す
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
等
に
は
定

時
放
送
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
臨
時
放
送

　

行
事
の
中
止
や
お
悔
や
み
放
送

な
ど
緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合
に

行
い
ま
す
。

◆
放
送
の
申
し
込
み

　

放
送
予
定
日
前
日
の
午
後
３
時

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
放
送
の
回
数

　

放
送
回
数
の
目
安
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
１
回
】
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
放
送

な
ど

【
２
回
以
内
】
対
象
者
が
会
員
な

ど
の
一
部
の
町
民
の
み
の
も
の

（
例
会
な
ど
）

【
３
回
以
内
】
対
象
者
が
会
員
な

ど
の
一
部
の
町
民
の
ほ
か
、
一
般

町
民
も
参
加
で
き
る
よ
う
な
も
の

な
ど

【
４
回
以
内
】
お
悔
や
み
放
送
や

全
町
的
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
行
政

上
、
特
に
必
要
な
事
項

連
絡
・
申
込
先

　

役
場
総
務
企
画
課
広
報
係

　
　
　

☎
８
５
‐
４
８
０
２

防
災
行
政
無
線
放
送
の
運
用
に
ご
協
力
を

◆
戸
別
受
信
機

　

戸
別
受
信
機
は
、
町
が
家
庭
に

１
台
ず
つ
貸
与
し
て
い
ま
す
。

　

通
常
は
各
家
庭
用
電
源
で
作
動

し
て
い
ま
す
が
、
停
電
に
な
る
と

内
蔵
さ
れ
て
い
る
乾
電
池
に
自
動

的
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　

乾
電
池
の
ラ
ン
プ
（
赤
色
）
が

点
滅
し
た
ら
乾
電
池
を
交
換
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
乾
電
池
は
単

３
形
２
本
で
、
費
用
は
使
用
者
の

負
担
で
す
。

◆
こ
ん
な
と
き
は
連
絡
を

▼
受
信
機
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
（
住
居
に
二
世
帯
が
同
居
さ

れ
て
い
て
も
１
台
と
し
て
い
ま

す
）。

▼
放
送
が
入
ら
な
い
、
ま
た
は
放

送
が
途
中
で
途
切
れ
る
。

◆
引
越
し
を
す
る
と
き
は

▼
町
内
で
の
引
越
し

　

受
信
機
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
各
家
庭
に
戸
別
受
信
機
を
無
償
で
設
置
し
、

行
政
や
営
農
の
ほ
か
生
活
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
住
民
の
み
な
さ
ん
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
や
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、

災
害
に
関
す
る
情
報
や
避
難
場
所
な
ど
を
迅
速
に
伝
達
す
る
手
段
と
し
て
、

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
　

本
町
と
友
好
交
流
を
提
携

し
て
い
る
滋
賀
県
湖
南
市
で

開
催
さ
れ
た
下
田
商
工
夏
ま

つ
り
に
商
工
会
青
年
部
員
ら

５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

＊ 

＊ 

＊

　

７
月
20
日
、
こ
の
日
の
湖

南
市
は
日
中
か
ら
厳
し
い
日

差
し
が
照
り
つ
け
、
お
祭
り

が
始
ま
る
夕
方
で
も
30
度
近

い
暑
さ
で
し
た
。

　

会
場
の
下
田
商
店
街
に
は

露
店
が
並
び
、
夏
休
み
中
の

子
ど
も
た
ち
な
ど
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
き
し
が
み
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
、
ゆ
で
と
う
も
ろ

こ
し
、
い
ち
ご
ジ
ャ
ム
を
販

売
し
ま
し
た
。
店
頭
で
調
理

し
、
熱
々
の
ま
ま
で
提
供
し

た
き
し
が
み
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

幅
広
い
層
に
人
気
で
し
た
。

ま
た
、
冬
に
作
り
、
保
存
し

て
い
た
雪
だ
る
ま
を
展
示
し

て
、
来
場
者
に
楽
し
ん
で
も

ら
い
ま
し
た
。

　

夏
ま
つ
り
に
は
、
下
田
出

身
の
ボ
ク
シ
ン
グ
Ｗ
Ｂ
Ｃ
世

界
バ
ン
タ
ム
級
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
山
中
慎
介
選
手
が
来
場
し
、

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

午
後
９
時
30
分
、
夏
ま
つ

り
の
最
後
を
締
め
く
く
る
の

は
恒
例
の
「
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の

滝
」。
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
に

も
お
よ
ぶ
花
火
に
よ
る
光
の

滝
が
出
現
し
、
夏
の
夜
を
彩

り
ま
し
た
。

　

夏
ま
つ
り
を
通
じ
て
、
比

布
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

下
田
地
域
の
み
な
さ
ん
と
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

湖
南
市

下
田
商
工
夏
ま
つ
り
に

参
加
し
ま
し
た
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町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
役
場
保
健
福
祉
課
内
）
☎
８
５
‐
２
１
１
２
（
直
通
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
で
す

生活助け合い協議会
「ぴっぷの和」が始まりました！

高齢者事業団

老人クラブ連合会

　協力
　介護保険係、地域包括支援センター

事務局
社会福祉協議会

ボランティア
一般町民

郵便局
あそか苑

消　防

ふまねっとサポーター

グループリビング桂

民生児童委員

フレンズ
のどか

ぴっぷを知る

活動を知る 思いを聞く
町の将来・目指す方向を話し合う

誰もが住みよい地域づくり

まだまだ参加者募集中！

《現在の参加メンバー》

役　場

生活助け合い協議会「ぴっぷの和」

　急速な少子高齢化の進行により、本町の高齢化率（人口に占める65歳以上の割合）は平成28
年３月末現在 40.7％に達しました。10年後の平成37年には、更に高齢化率が上昇し、町民の
約２人に１人が65歳以上になると予想されています。

　町と町社会福祉協議会では、誰もが住みなれた地域で安心して暮らし続けることを目指し、昨
年９月から町内関係団体、各事業所、町内有志による「生活助け合い研究会」を立ち上げました。
研究会では、町の現状、地域で行われている活動などを把握し、サロンや老人クラブ愛好会など
の活動を共有しました。
　これからは、名称を『生活助け合い協議会「ぴっぷの和」』とし、協議会メンバーが、グループ
で地域に出向き、地域の皆さんが抱えている不安や思いなどの生の声を聞きながら、よりよい町
づくりのために、必要な活動・サービスを作り上げていきます。

高齢化って悪いことかな？高齢になって
も元気で自立していればいいんだよね？

町内でも、知らないことがた
くさんあるなあ！

高齢になっても役割を持って活動
できる場があるといいよね！！

《お知らせ》　地域包括支援センターでは、直通電話を設置しました。　　　　　
　　　　　　当センターへのお問い合わせは、☎８５－２１１２ をご利用ください。　
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障
害
者
差
別
解
消
法
（
障
害
を

理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律
）
が
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
た
こ
と
は
４
月
号
の

き
た
よ
ん
通
信
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
障
が
い
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
共
に
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
の
一
歩
と
し
て
、
地

域
の
様
々
な
関
係
機
関
な
ど
に
よ

る
「
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域

協
議
会
」
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
町
に
お
い
て
は
「
上
川
中
部

北
４
町
だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い

地
域
づ
く
り
協
議
会
地
域
づ
く
り

部
会
」が
協
議
会
の
機
能
を
担
い
、

①
障
害
者
差
別
に
関
す
る
相
談
体

制
の
整
備

②
具
体
的
事
案
の
対
応
例
の
共

有
・
協
議

③
構
成
機
関
等
に
よ
る
調
整
・

あ
っ
せ
ん
等
の
紛
争
解
決
の
後
押

し④
複
数
機
関
に
よ
る
対
応
等
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　

構
成
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
次

の
表
の
と
お
り
で
す
。

き
た
よ
ん
通
信

区　分 所　　　　　属

各町協議会 当麻町自立支援協議会・比布町障がい者自立支援協議会・愛別町だれもが暮ら
しやすい地域づくり協議会・上川町障害者等支援会議

地域住民 当事者
地域住民 公募委員

各町社会福祉協議会 当麻町社会福祉協議会・比布町社会福祉協議会・愛別町社会福祉協議会・上川
町社会福祉協議会

各町民生委員児童委員協議会 当麻町民生委員児童委員協議会・比布町民生委員協議会・愛別町民生委員児童
委員協議会・上川町民生委員児童委員協議会

福祉業務等従事者 かみかわ相談支援センターねっと・北海道障害者職業センター旭川支所
道行政機関 旭川中央警察署生活安全課・旭川東警察署生活安全課・上川保健所健康推進課

事務局
区　分 所　　　　　属

町行政機関 当麻町健康福祉課・比布町保健福祉課・愛別町保健福祉課・上川町保健福祉課
福祉業務等従事者 上川中部基幹相談支援センター

上川中部北４町障害差別解消支援地域協議会 委員名簿

　先月号では、地震が起きた際の対応について復習したね。今月号は、家の地震対
策についてチェック形式でまとめてみたよ。

　対策ができていれば□にチェックを入れて、どれだけ地震に備えられているか確

認してみよう。

　比布町では被害が出るほど大きな地震は過去数十年
起きていないから、ほとんどチェックできなかった人

が多いんじゃないかな？

　でも、これらの地震対策は“もしもの時のために”

人や家への被害を最小限に抑えるために必要なことだ

から、全部チェックできるように一つずつ対策をして

いこう。防災レンジャーとの約束だ。

□ 家具は固定していますか。
□ 照明器具は固定していますか。
□ エアコンは固定していますか。
□ 棚、タンスなどの上に重いものを置いていませんか。
□ 台所、寝室に火災警報器を設置していますか。
□ ストーブなどの火元のまわりに燃えやすいものを置
いていませんか。
□ 消火器を置いていますか。また、使用期限は過ぎて
いませんか。
□ 灯油タンクは固定していますか。
□ プロパンガスボンベは固定していますか。配管はぐ
らついていませんか。

■問い合わせ　

役場総務企画課生活安全係　

☎８５‐４８０２
防災無線がキチンと聞こえる
か確認することも大事だよ！
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第27話

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
栄

養
士
の
加
藤
で
す
。
健
康
に
な
れ

る
栄
養
の
話
を
し
ま
す
。

【
今
月
の
テ
ー
マ
】

先
月
に
続
い
て
「
あ
ぶ
ら
」
で
す
。

　 

あ
ぶ
ら
（
脂
質
）
は
体
に
良
く

な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　

食
品
の
あ
ぶ
ら
（
脂
質
）
の
主

成
分
で
あ
る
脂
肪
酸
は
、
体
を
動

か
す
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な

る
以
外
に
細
胞
膜
や
脳
、
各
種
ホ

ル
モ
ン
の
材
料
に
な
る
と
て
も
重

要
な
栄
養
素
で
す
。

◆
体
に
必
要
な
細
胞
膜
や
脂
肪
酸

を
摂
取
す
る
た
め
に

　
脂
肪
酸
の
中
の
不
飽
和
脂
肪
酸

に
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら

す
、
血
栓
を
防
い
で
血
液
の
流
れ

を
良
く
す
る
、血
圧
を
調
整
す
る
、

免
疫
系
機
能
の
調
整
な
ど
の
働
き

が
あ
り
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
な
ど
で
よ
く
見
る
Ｄ
Ｈ

Ａ
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
な
ど
は
、
こ
の
不
飽

和
脂
肪
酸
の
中
の
必
須
脂
肪
酸
に

含
ま
れ
ま
す
。
必
須
脂
肪
酸
は
体

内
で
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
食
品
か
ら
と
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

　

油
脂
類
は
い
く
つ
か
の
脂
肪
酸

が
一
定
の
割
合
で
混
ざ
り
合
っ
て

作
ら
れ
て
い
る
（
表
１ 
食
品
中

の
脂
肪
酸
比
率
）
た
め
、
ひ
と
つ

の
食
品
で
必
須
脂
肪
酸
を
と
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
肉
や
魚
が

持
っ
て
い
る
脂
肪
酸
や
調
理
油
の

脂
肪
酸
を
組
み
合
わ
せ
る
よ
う
に

し
て
食
品
か
ら
と
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

◆
脂
肪
酸
を
酸
化
か
ら
守
る
た
め
に

　

不
飽
和
脂
肪
酸
は
体
内
で
酸
化

す
る
と
、
血
管
を
傷
め
る
物
質
を

出
し
て
動
脈
硬
化
を
す
す
め
ま

す
。
酸
化
さ
せ
ず
に
使
う
た
め
に

は
、
抗
酸
化
作
用
の
あ
る
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
を
含
ん
で
い

る
緑
黄
色
野
菜
な
ど
を
一
緒
に
食

べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。（
表

２ 

抗
酸
化
作
用
の
あ
る
野
菜
）

　

ま
た
、
体
に
良
い
あ
ぶ
ら
を
と

る
こ
と
ば
か
り
に
気
を
と
ら
れ
る

と
、
と
り
す
ぎ
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

オ
リ
ー
ブ
油
に
は
不
飽
和
脂
肪

酸
が
豊
富
で
す
が
、
油
で
あ
る
以

上
、
１
㌘
あ
た
り
９
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
と
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
食
品
で

す
。
1
日
に
必
要
な
脂
質
量
を
超

え
な
い
よ
う
に
60
歳
代
の
男
性
で

大
さ
じ
２
杯
く
ら
い
が
調
理
油
と

し
て
は
適
量
で
す
。

食品

重量 脂質

脂肪酸

総量

（A+B）

飽和

(A)
不飽和(B)

一価 多価

ｇ ｇ ｇ 総量に対する比率

１ 

群

牛乳 100 3.8 3.32 70％ 26％ ４％

鶏卵 50 5.2 4.10 35％ 45％ 20％

２ 

群

豚もも肉 50 5.1 4.54 40％ 47％ 14％

さんま 50 12.3 9.63 22％ 54％ 24％

豆腐 110 4.6 4.06 20％ 23％ 57％

４ 

群

とうもろこし油 10 10 9.26 14％ 30％ 56％

オリーブ油 10 10 9.46 14％ 78％ 8％

バター 10 8.1 7.06 71％ 25％ 3％

表１）食品中の脂肪酸比率

順位
ビタミンＡ ビタミンＥ ビタミンＣ 葉酸

μｇ ｍｇ ｍｇ μｇ

1 モロヘイヤ 840 モロヘイヤ 6.5 なばな 130 なばな 340

2 人参 680 かぼちゃ 4.9 ブロッコリー 120 モロヘイヤ 250

3 春菊 380 なばな 2.9 カリフラワー 81 ブロッコリー 210

4 ほうれんそう 350 にら 2.5 ピーマン 76 ほうれんそう 210

5 かぼちゃ 330 ブロッコリー 2.4 ゴーヤ 76 アスパラガス 190

6 にら 290 ほうれんそう 2.1 モロヘイヤ 65 春菊 190

7 おかひじき 280 水菜 1.8 水菜 55 水菜 140

8 小松菜 260 春菊 1.7 れんこん 48 オクラ 110

9 なばな 180 アスパラガス 1.5 かぼちゃ 43 小松菜 110

10 水菜 110 オクラ 1.2 キャベツ 41 にら 100

脂肪酸

飽
和
脂
肪
酸

不
飽
和
脂
肪
酸

多
価

必
須
脂
肪
酸

一
価

表２）抗酸化作用のある野菜
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子どもの広場 9月の行事予定
＊子どもの広場＊
■開催日■　
月・水・金曜日：午前９時～正午・午後１時～３時
火・木曜日：午前９時～正午
■内容■　入園前の親子を対象に、遊びや育児に関しての
情報提供や保護者同士の交流の場として開催しています。
予約は不要です。

＊子育て相談＊
■開催日■　子どもの広場開催中（随時）
■内容■　保育士による子育て相談を行います。必要に応
じて、保健師や栄養士も対応します。事前に予約が必要です。
※町民カレンダーに開催日を掲載しています。
＊今月の行事＊
■すくすく子育て講座 ( 楽しい子育ての話をしよう )
　９月 16 日（金）午前 10 時～正午
　講師：元 旭川福祉専門学校　守屋　陽子 さん
■問い合わせ■　保健センター　☎８５ ‐ ２５５５

　７月 30日、図書館で「としょかんまつり２０１６」が開催されました。会場内では、
絵本の読み聞かせ、縁日（えんにち）、ピエロによるパントマイムやマジック、ヨーヨー
パフォーマンスが行われ、参加者は楽しいひとときを過ごしました。

▲パントマイム

▲盛況をみせた縁日
▲子どもたちに人気の　ひよこすくい（縁日）

▲ユニークな動きで会場を大いに盛　
　り上げたピエロのパフォーマンス▲読み聞かせを真剣にきく子どもたち

ご来場ありがとうございました！

としょかんまつり２０１６としょかんまつり２０１６
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　伝えられなかった言葉。忘れられない後悔。もしも「あ

の時」に戻ることができたら…。母と娘、夫と妻、父と息子。

近くて遠く、永遠のようで儚
はかな

い家族の日々を描く物語六編。

誰の人生にも必ず訪れる、喪失の痛みとその先に灯る小さ

な光が胸に染みる家族小説集。 

　ぼくはよく、船を見にいく。船はじっと、とまっている

わけじゃない。ゆっくりといきをしながらねむっているん

だ…造船所の船を見に、少年は港を訪れる。船は生きてい

る、そして何度でも生まれ変わる―。はたらく人の心強さ、

世界の大きさを感じる絵本。

　現世の天下人となった秀吉、茶の湯によって人々の心の

内を支配した千利休。果たして勝者はどちらなのか。そし

て、利休の死の真相は――？細川忠興、牧村兵部、古田織部、

瀬田掃部ら、千利休を継ぐ弟子たちを通し、二人の相克と

天下人の内奥が鮮やかに浮かび上がる。

 　　　　「船を見にいく」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アントニオ・コック / 著

１

２
　　　　「天下人の茶」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊東　潤 / 著

３

第22回いたばし国際絵本翻訳大賞
受賞作！未来へと航海する子どもたち
に届けたい１冊。

戦国を生きる人間たちの覚悟と懊
おう

悩
のう

の美しさ、卓抜したストーリーテー

リングで読ませる傑作長編！

第 155回直木賞受賞作！
人生の可笑しさと切なさが沁みる、
大人のための“泣ける”短編集。

　　　　「海の見える理髪店」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荻原　浩 / 著

ぴっぷちょう としょかん

ぶっくんノート [9 月号 ]

□開館時間　午前 10 時～午後６時　　□休館日　毎週月曜日 ( 祝日の場合は次の日 ) ５日、12 日、20 日、26 日
□館内整理日　28 日（水）

午前 10：30 ～ 11：00

午前 10：00 ～

11　　よみきかせ会（ひろがり文庫）

お す★ ★す め★

新 着★ ★図 書★

「ウォルト・ディズニーの約束」

（金）23　　 ぶっくん☆シアター（映画上映会）

（日） としょかんでお月見

参加は無料で、
申し込みも不要！

　誰もが知り数々の名作を作り続けたウォルト・ディ
ズニー。長年にわたり『メリー・ポピンズ』の映画化
を目指す彼は、ついに原作者のトラヴァースと共同で
映画製作に入る。しかし、ハリウッドへやってきた彼
女は、ウォルトたち映画製作者が提案するアイデアを
ことごとく否定しはじめ、製作は難航していく…。
映画「メリー・ポピンズ」製作の実話をトム・ハンク
ス主演で贈る感動作。
監督／ジョン・リー・ハンコック 
出演／トム・ハンクス、エマ・トンプソン　ほか
2013 年（平成 25 年）アメリカ映画。126 分。

（金）午後５：３０～７：００16
　福嶋顕勝さん（町内在住）の楽しい解説を聞きなが
ら、お月様やお星様を観測します。お月見団子やお茶
も無料で提供します♪　参加料は無料で、事前申し込
みは、いりません。ぜひ、図書館に足をお運びください。
※天候により中止になる場合があります。
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申
し
込
み
の
お
知
ら
せ

自
衛
官
募
集
案
内

　
▼
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

■
受
験
資
格
■
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
子

■
受
付
期
間
■
年
間
を
通
じ
て

行
っ
て
い
ま
す

■
試
験
日
■
受
付
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▼
防
衛
大
学
校
学
生
一
般
採
用
試

験
（
前
期
）

■
受
験
資
格
■
高
卒
（
見
込
み
含

む
）
21
歳
未
満
の
男
女

■
受
付
期
間
■
９
月
５
日
（
月
）

～
30
日
（
金
）

■
試
験
日
■
【
一
次
試
験
】
11
月

５
日
（
土
）・
６
日
（
日
）
の
２

日
間

▼
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学

生
（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）

■
受
験
資
格
■
高
卒
（
見
込
み
含

む
）
21
歳
未
満
の
男
女

■
受
付
期
間
■
９
月
５
日
（
月
）

～
30
日
（
金
）

■
試
験
日
■
【
一
次
試
験
】
10
月

15
日
（
土
）

▼
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

■
受
験
資
格
■
高
卒
（
見
込
み
含

む
）
21
歳
未
満
の
男
女

■
受
付
期
間
■
９
月
５
日
（
月
）

～
30
日
（
金
）

■
試
験
日
■
【
一
次
試
験
】
10
月

29
日
（
土
）・
30
日
（
日
）
の
２

日
間

▼
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒■
受
験
資
格
■
男
子
で
中
卒
（
見

込
含
）
17
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間
■
11
月
１
日
（
火
）

～
平
成
29
年
１
月
６
日
（
金
）

■
試
験
日
■
【
一
次
試
験
】
平
成

29
年
１
月
21
日
（
土
）

■
問
い
合
わ
せ
■

　

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部 

　

北
地
区
隊 
☎
５
４
‐
５
６
１
７

　

役
場
総
務
企
画
課
生
活
安
全
係

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

比
布
町
名
所
巡
り
バ
ス
ツ
ア
ー

　

教
育
委
員
会
で
は
、「
比
布
町

名
所
巡
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
町
内
の
歴

史
や
言
い
伝
え
が
残
っ
て
い
る
名

所
を
バ
ス
で
巡
り
、
あ
ら
た
め
て

「
比
布
を
観
光
」
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
日
時
■
９
月
17
日
（
土
）
午
前

８
時
30
分
～
11
時
30
分
（
予
定
）

■
集
合
場
所
■
福
祉
会
館
前

■
定
員
■
20
名

■
申
込
期
限
■
９
月
14
日
（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
■

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

あ
な
た
の
作
品
を

町
民
文
化
祭
に
出
展
し
ま
せ
ん
か

　

町
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
で

は
、
10
月
28
日
（
金
）
か
ら
30
日

（
日
）
ま
で
開
催
さ
れ
る
平
成
28

年
町
民
文
化
祭
の
出
展
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
出
展
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
10
月
７
日
ま
で
に
、

今
月
号
の
広
報
紙
に
折
り
込
ま
れ

て
い
る
応
募
用
紙
に
記
入
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
■

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

情報満載
８５－２１１１
８５－４８０１
８５－４８０２
８５－４８０３
８５－４８０４
８５－２１１２
８５－４８０６
８５－４８０７
８５－４８０８
８５－４８０９
８５－２２６２
８５－３３５４
８５－２５１３
８５－２５５５
８５－４０１１
８５－２３８３
８５－４７００

比布町役場（代表）
　　　総務企画課
　　　
　　　税務住民課
　　　保健福祉課
地域包括支援センター
　　　産業振興課
　　　建　設　課
　　　議会事務局
　　　農業委員会
比布町教育委員会
図書館
体育館・改善センター
保健センター
農業対策室
グリーンパークぴっぷ
遊湯ぴっぷ

みなさんのご家庭のかわいいアイドルをご紹介
ください。最近の写真とコメントを添えて、役
場総務企画課広報係にお寄せください。写真は
カラー・白黒を問わず、Ｅメールでの投稿もお
待ちしています。宛先は裏表紙をご覧ください。

トミカやトーマスなど車が大好き！
三人兄弟でケンカしながらも仲良く
毎日遊んでいます☺

久
く ぼ

保 槙
し ん の す け

之丞く
ん

昌義さん・純子さんの長男
（２歳６か月・新町）

14 September  2016　広報ぴっぷ



マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

犬
や
猫
の
飼
い
方
に
つ
い
て

　

不
適
切
な
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
に

よ
り
、
犬
や
猫
な
ど
に
よ
る
被
害

が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

散
歩
中
の
フ
ン
を
持
ち
帰
る
の

は
、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
で
す
。

　

ま
た
、
犬
の
放
し
飼
い
や
野
良

猫
の
餌
付
な
ど
に
よ
る
無
責
任
な

飼
い
方
で
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
マ

ナ
ー
を
守
り
、
き
れ
い
な
街
並
み

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　

役
場
保
健
福
祉
課
衛
生
係

ご
活
用
く
だ
さ
い

害
虫
駆
除
の
費
用
を
助
成
し
ま
す

■
対
象
家
屋
■
一
般
住
宅
及
び
行

政
区
会
館

■
交
付
申
請
■
事
前
に
害
虫
駆
除

補
助
申
請
書
を
提
出
し
、
事
業
完

了
後
、
３
か
月
以
内
に
完
了
報
告

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
金
■
カ
メ
ム
シ
駆
除
は
費

用
の
10
分
の
７
、
そ
れ
以
外
の
害

虫
駆
除
は
費
用
の
２
分
の
１

※
１
０
０
円
未
満
が
生
じ
た
場
合

は
切
り
捨
て（
補
助
金
の
交
付
は
、

町
税
な
ど
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

が
条
件
に
な
り
ま
す
）

　

な
お
、
駆
除
の
実
施
は
、
旭
川

市
内
な
ど
の
消
毒
専
門
会
社
に
依

頼
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　

役
場
保
健
福
祉
課
衛
生
係

戸

籍

の

ま

ど

 （
８
月
15
日
ま
で
の
届
出
）

総 数
男
女

世帯数

３，８５１
１，８１４
２，０３７
１，８３６

人
人
人
世帯

（－１）
（－１）
（±０）
（＋３）

まちの人口（７月末現在）

※住民基本台帳登録数
（　）は対前月増減数

情報＊満載

※
了
承
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

い
ま
す
。

後納制度で納付が可能！
（平成30年９月末までの措置）

■問い合わせ■役場税務住民課戸籍年金係■
■旭川年金事務所　☎２７- １６１１■

★☆ 国民年金保険料を忘れずに納めましょう ☆★

　過去５年以内に国民年金保険料の納め忘れがある方は、申し

込みにより平成 27 年 10 月から平成 30 年９月までの３年間に

限り、国民年金保険料を納めることができます。

年金額アップ・年金の受給資格を
得られます

①申込書の送付を年金事務所に依頼します。

②申込書が届いたら、必要事項を記入の上、提出します。

③年金事務所で申込書の審査、承認などを行います。

④年金事務所から承認通知書、納付書などが送付されます。

⑤納付書が届いたら、金融機関、コンビニエンスストアなどで

納めてください。

※審査の結果、後納制度による納付を利用できない場合があります。

※お申し込みいただく際の注意事項など詳しくは、年金事務所まで　

お問い合わせください。

申し込みは、年金事務所へ

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
◆

（
氏
名
・
享
年
・
行
政
区
）

　
鈴
木
　
俊
彦
さ
ん
　
　
　

81
歳（
蘭
留
町
）

　
碓
井
　
正
雄
さ
ん
　
　
　

65
歳
（
新
町
）

　
吉
本
マ
ツ
ノ
さ
ん
　
　
　

91
歳
（
中
町
）

　
税
務
住
民
課
の
窓
口
で
は
、

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）
の

提
示
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
な
り
す
ま
し
や
第
三
者
か
ら

の
不
正
な
届
出
、
請
求
を
防
止

す
る
た
め
、
み
な
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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平
成
29
年
度

入
校
前
適
正
相
談
に
つ
い
て

　

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
で
は
求
職
中
の
障
が
い
者

（
応
募
希
望
者
）
の
入
校
前
適
正

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

■
実
施
期
間
■
平
成
29
年
３
月
10

日
（
金
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
■

　

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校

☎
０
１
２
５
‐
５
２
‐
２
７
７
４

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
旭
川

☎
５
１
‐
０
１
７
６

募
集
し
ま
す

石
狩
川
の
樹
木
伐
採
希
望
者

　

河
川
区
域
内
の
樹
木
を
資
源
と

し
て
有
効
活
用
す
る
た
め
に
、
伐

採
者
を
募
集
し
ま
す
。
伐
採
し
た

樹
木
は
自
家
消
費
や
営
利
目
的
で

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
募
集
締
切
■
９
月
30
日
（
金
）

■
伐
採
時
期
■
10
月
11
日
（
火
）

～
平
成
29
年
２
月
28
日
（
火
）

■
場
所
■
石
狩
川
河
川
敷
・
当
麻

宇
園
別
（
栄
園
橋
本
流
側
）

■
募
集
方
法
■
事
前
申
込
み

■
問
い
合
わ
せ
■

　
旭
川
河
川
事
務
所
計
画
課

☎
４
８
‐
２
１
３
１

お
知
ら
せ
し
ま
す

借
金
・
金
融
一
般
相
談
会
を
開
催

　

北
海
道
財
務
局
の
専
門
相
談
員

が「
借
金
の
悩
み
」を
親
身
に
な
っ

て
お
聞
き
し
、
あ
な
た
に
合
っ
た

解
決
方
法
を
提
案
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
預
金
・
融
資
、
保
険

な
ど
の
金
融
全
般
」
の
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
、
予
約

は
不
要
で
す
。

■
受
付
日
時
■
９
月
12
日
（
月
）

午
後
１
時
～
３
時

■
場
所
■
旭
川
合
同
庁
舎
（
旭
川

市
宮
前
１
条
３
丁
目
）

▼
常
設
窓
口
の
ご
案
内

　
次
の
常
設
窓
口
で
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
多
重
債
務
者
相
談
窓
口

　

☎
０
１
１
‐
８
０
７
‐
５
１
４
４

・
金
融
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

☎
０
１
１
‐
８
０
７
‐
５
１
４
５　

・
中
小
企
業
等
金
融
円
滑
化
相
談

窓
口☎

０
１
１
‐
７
２
９
‐
０
１
７
７　

■
問
い
合
わ
せ
■

　

北
海
道
財
務
局

　

☎
０
１
１
‐
８
０
７
‐
５
１
４
４　

全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所
・
公
開
講
座

　

法
務
局
が
取
り
扱
う
登
記
、
戸

籍
・
国
籍
、
供
託
、
人
権
擁
護
、

遺
言
、
公
正
証
書
作
成
に
関
す
る

住
民
の
み
な
さ
ん
の
疑
問
や
相
談

に
、
法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委

員
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査

士
及
び
公
証
人
が
お
答
え
し
ま

す
。

　

ま
た
、「
遺
言
」、「
相
続
登
記
」

に
関
す
る
公
開
講
座
も
同
時
開
催

し
ま
す
の
で
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
す
べ
て
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。
事
前
に
電
話
で

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
■
10
月
２
日
（
日
）

□
相
談
所　

午
前
10
時
～
午
後
４

時□
公
開
講
座
（
１
時
間
程
度
）

①
遺
言　

午
前
10
時
30
分

②
相
続
登
記　

午
後
１
時
30
分

※
公
開
講
座
は
予
約
が
必
要
で

す
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

■
場
所
■
旭
川
合
同
庁
舎
（
旭
川

市
宮
前
１
条
３
丁
目
）

■
問
い
合
わ
せ
■

　

旭
川
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
３
８
‐
１
１
１
１

　
広
報
ぴ
っ
ぷ
で
は
、
新
年
を

飾
る
平
成
29
年
１
月
号
の
表
紙

を
、
み
な
さ
ん
の
「
笑
顔
」
の

写
真
で
い
っ
ぱ
い
に
う
め
尽
く

し
ま
す
。

　

携
帯
電
話
な
ど
の
カ
メ
ラ
機

能
を
使
っ
て
撮
影
し
、
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
満
面
の
笑
み
で
、

新
年
を
祝
い
ま
し
ょ
う
。

【
募
集
要
項
】

●
応
募
期
間

　
11
月
４
日
（
金
）
ま
で

●
応
募
条
件

　
被
写
体
の
方
が
、
比
布
町
内

に
在
住
し
て
い
る
方
に
限
る

●
写
真
形
式

　

で
き
る
だ
け
き
れ
い
に

●
応
募
方
法

　
メ
ー
ル
の
題
名
に
投
稿
者
の

行
政
区
と
名
前
、
被
写
体
の
氏

名
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。（
無

題
の
場
合
、
メ
ー
ル
が
届
か
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

　

撮
影
し
た
携
帯
電
話
の
写
真

を
添
付
し
て
、
次
の
指
定
す
る

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
に
お
送
り

く
だ
さ
い
。

応募先メールアドレス
ＱＲコード

■応募先メールアドレス koho@town.pippu.hokkaido.jp

●
注
意
点

①
被
写
体
の
方
の
了
承
を
得
た

う
え
で
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

②
写
真
は
な
る
べ
く
ア
ッ
プ
で

撮
影
し
て
く
だ
さ
い
。

③
掲
載
は
、
被
写
体
一
人
に
つ

き
１
回
限
り
と
な
り
ま
す
。

④
画
像
加
工
（
特
殊
効
果
や
文

字
の
挿
入
）
し
た
写
真
は
掲
載

で
き
ま
せ
ん
。

⑤
掲
載
に
不
適
切
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
写
真
に
関
し

て
は
、
掲
載
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

⑥
携
帯
電
話
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
プ
リ
ン
ト
も

し
く
は
デ
ー
タ
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

役
場
総
務
企
画
課
広
報
係

☎
８
５
‐
４
８
０
２

応募先はコチラ
 ↓

あ
な
た
の
撮
っ
た

写
メ
が
広
報
ぴ
っ
ぷ

の
表
紙
に
な
り
ま
す

あ
な
た
の
撮
っ
た

写
メ
が
広
報
ぴ
っ
ぷ

の
表
紙
に
な
り
ま
す
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9月の行事予定
 7㈬ 交通安全ＰＧ大会
  8：30 百年記念公園

 8㈭ 戦没者追悼式
  11：00 農村環境改善センター

 10㈯ 公民館事業「親子でピザ作り」
  13：00 ピピマルシェ

 11㈰ 比布中学校祭
  8：45 比布中学校

 13㈫ 第３回町議会定例会　～ 16日
  9：00 役場（議場）

 15㈭ 遠藤農産杯道北地区熟年者ＰＧ大会
  8：30 グリーンパークぴっぷ

 16㈮ としょかんでお月見
  17：30　図書館

 17㈯ 君の夢プロジェクト
  （ソフトテニス）　～ 18日
  13：00　いちごアリーナ

 20㈫ 第28回農業委員会総会
  9：00 役場（議場）

 22㈭ 公民館事業「ヨーヨー教室」
  10：00 福祉会館

 24㈯ 宮崎憲之杯ＰＧ大会
  8：30 グリーンパークぴっぷ

 25㈰ 全町バドミントン大会
  9：00 体育館

 27㈫ 白寿大学第５回集合学習
  「暮らしが楽になる片付け講座」
  10：00 福祉会館

 30㈮ ななかまど杯ＰＧ大会
  8：30 グリーンパークぴっぷ

  中央小学校全校稲刈り
  9：30　　町内圃場　

※変更になる場合がありますので、無線放送など
　にご留意ください。

10 月号は 10 月５日発行予定です

ストップ・ザ・交通事故死
～ めざせ　安全で安心な北海道 ～

子どもと高齢者の事故防止を！
秋の全国交通安全運動　９月 21 日～ 30 日 

比
布
町
も
出
店
し
ま
す
！

市
町
村
振
興
宝
く
じ

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環

境
対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
地
域

住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ

れ
ま
す
。

■
発
売
期
間
■
９
月
26
日
（
月
）

～
10
月
14
日
（
金
）

■
抽
選
日
■
10
月
21
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
■

　

公
益
財
団
法
人
北
海
道
市
町
村

振
興
協
会

☎
０
１
１
‐
２
３
２
‐
０
２
８
１

「点検・整備ではじめよう　安心クルマ生活」
～安全確保と環境保全にはクルマの点検整備が必要です～

自動車点検整備推進運動実施中
（強化月間　平成 28 年 9・10 月の 2 か月間）

北海道運輸局旭川運輸支局
(http://www.tenken-seibi.com)

ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
附
金

（
ふ
る
さ
と
納
税
）

▼
４
月
１
日
～
７
月
31
日
採
納
分　

　

岩
井
中
石
雄　

様
（
東
京
都
）

　

岸
田　

敏
博　

様
（
東
京
都
）

　

田
村　

正
明　

様
（
栃
木
県
）　

　

橋
本　

芳
枝　

様
（
札
幌
市
）

　

島　
　

雅
裕　

様
（
千
葉
県
）

　

坂
下　
　

昇　

様
（
栃
木
県
）

　

千
葉　

勇
太　

様
（
東
京
都
）

　

品
川　

明
仁　

様
（
神
奈
川
県
）

　

東　
　

義
則　

様
（
栃
木
県
）

　

他　

11
件　

　

合
計
20
件　

２
４
８
万
５
千
円

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

情報＊満載

訂正のお詫び
　先月号の広報ぴっぷの「生涯現役な人」コーナー
で紹介した佐藤直一さんの役職名に一部誤りがあり
ました。心よりお詫び申し上げます。正しくは以下
のとおりです。
　 （誤）上川中部消防組合消防団長
    （正）北海道消防協会理事
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骨
粗
し
ょ
う
症
⑦ 

　

タ
バ
コ
や
お
酒
は
、
骨
粗
し
ょ

う
症
に
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？

　

タ
バ
コ
は
、
胃
腸
の
働
き
を
抑

え
、
食
欲
を
な
く
し
、
カ
ル
シ
ウ

ム
の
吸
収
を
妨
げ
ま
す
。
女
性
で

は
骨
か
ら
血
液
中
へ
の
カ
ル
シ
ウ

ム
の
流
出
を
防
ぐ
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
を
妨
げ
ま
す
。そ
の
た
め
、

喫
煙
の
習
慣
の
あ
る
女
性
は
、
骨

粗
し
ょ
う
症
に
な
り
や
す
い
危
険

因
子
を
１
つ
持
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

お
酒
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収

の
面
か
ら
は
特
に
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
。
食
前
酒
な
ど
で
食
欲
が
増

し
て
栄
養
を
十
分
に
と
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
か
え
っ
て
カ
ル
シ
ウ

ム
を
た
く
さ
ん
取
り
込
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
お
酒
に
は

利
尿
作
用
が
あ
り
、
い
っ
た
ん
吸

収
さ
れ
て
体
内
に
入
っ
た
カ
ル
シ

ウ
ム
が
必
要
な
分
ま
で
排
せ
つ
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
お
酒
を
つ
い
飲
み
過
ぎ

て
し
ま
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
骨

粗
し
ょ
う
症
に
な
る
危
険
因
子
の

１
つ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

次
に
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

に
大
切
な
運
動
に
つ
い
て
で
す
。

　

ど
ん
な
運
動
が
骨
を
強
く
す
る

の
で
し
ょ
う
か
？

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
よ
り
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
そ
れ
よ
り
は
重
量
挙
げ

と
い
う
よ
う
に
、
骨
に
か
か
る
力

が
大
き
く
、
ま
た
繰
り
返
し
が
多

い
ほ
ど
骨
を
強
く
す
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

　

で
も
無
理
に
激
し
い
運
動
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。例
え
ば
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
水
泳
は
、
骨
に

か
か
る
力
は
大
き
く
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
継
続
し
て
行
え
ば
効
果
を

期
待
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
定
期
的
に
運
動
を
し
て

い
る
方
は
、
そ
の
ま
ま
続
け
て
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。
ス
ポ
ー
ツ
が

苦
手
と
い
う
方
や
こ
れ
か
ら
運
動

を
始
め
る
方
は
、
ま
ず
散
歩
や
自

転
車
乗
り
か
ら
始
め
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

◆
お
知
ら
せ

　

ぴ
っ
ぷ
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
消

化
器
（
胃
・
大
腸
）
痔
・
乳
が
ん
・

腹
腔
鏡
下
胆
の
う
摘
出
術
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。

町
立
ぴ
っ
ぷ
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

加
藤
一
哉

◆問い合わせ◆役場産業振興課商工労働係　☎８５‐４８０６

◇◆消費者へのアドバイス◆◇
●詐欺的な行為を行う事業者が、実在する事業者等を
かたる場合があるので、話の内容などをよく確認しま
しょう。
●直ちに有料動画の未払料金を支払わなければ裁判を
起こすなどと警告するＳＮＳを送りつけ、実在する有
料動画配信事業者等をかたって未払料金の名目で金銭
を支払わせるのは、典型的な詐欺の手口です。
●利用者に大手通販サイトのギフトカードを購入し
て、そのカード番号を連絡するよう求めるのは、典型
的な詐欺の手口です。
●困ったときは、近くの消費生活センター等にご相談
ください。（消費者ホットライン１８８）。

～誘いに乗らない、申し込まないことが肝心～

●消費者ホットライン　　☎０
ゼロゴーナナゼロ

５７０- ０
守ろうよ

６４- ３
みんなを

７０

●旭川市消費生活センター☎０１６６- ２２- ８２２８

すぐに消費生活センターに相談しましょう

◇◆被害事例◆◇
　ＳＮＳを用いた有料動画の未払料金名目で金銭を支
払わせようとする「株式会社Ｕ－ＮＥＸＴ（ユーネク
スト）をかたる事業者」に関する注意喚起です。
　偽ユーネクストは、「有料コンテンツ利用料の未払
が生じている、本日中に連絡がなければ法的措置に移
行する」などと記載したＳＮＳを消費者の携帯電話に
送付してきます。
　その後、ＳＮＳを見て連絡してきた消費者に対し、
実際には未払料金は生じていないにもかかわらず、
「未払料金を支払わなければ裁判を起こす」などと告
げ、コンビニエンスストアで大手通販サイトのギフト
カードを購入して、そのカード番号を連絡するよう求
めます。
　また、偽ユーネクストは、ギフトカード番号を連絡
した消費者に対し、その後、「別会社の有料動画サイ
トでも未払料金が生じている」などとして、さらに支
払いを求めます。

有料動画の未払料金名目で

金銭を支払わせる詐欺に注意を !
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
の
話

題
を
紹
介
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

新
聞
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
情
報
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
○
内
の
数
字
は
順
位
（
敬
称
略
）

　
町
内
関
係
者
の
み

◆
第
38
回
北
海
道
小
学
生
剣
道
旭

川
大
会

（
７
月
24
日
・
東
神
楽
町
）

【
個
人
】
▽
小
学
５
年
生
の
部
③

寒
河
江
思
子

◆
第
28
回
夏
季
会
長
杯
争
奪
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権

（
７
月
24
日
・
旭
川
市
）

【
女
子
Ａ
級
】
②
倉
本
ま
り
菜
（
旭

実
高
）
③
藤
田
晃
（
旭
大
高
）

◆
旭
川
卓
球
大
会
中
学
生
の
部

（
７
月
26
日
・
旭
川
市
）

【
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】
①
有
岡
紗
希

◆
第
32
回
全
道
高
校
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
夏
季
選
手
権
大
会

（
７
月
30
日
・
旭
川
市
）

【
女
子
】
③
渡
邊
真
衣
（
旭
川
東
）

◆
比
布
剣
道
連
盟
創
立
60
周
年
記

念
錬
成
剣
道
大
会

（
７
月
30
日
・
青
少
年
会
館
）

【
個
人
戦
】
▽
小
学
２
・
３
年
生
の

部
①
漆
戸
駿
②
小
菅
生
竜
摩
③
寒

河
江
朔
丸
▽
小
学
５
・
６
年
生
の

部
①
堺
七
虹
②
寒
河
江
思
子
③
小

菅
生
莉
子
▽
中
学
生
の
部
①
久
保

田
颯
▽
一
般
の
部
②
宮
田
正
人
③

中
澤
卓
馬

【
団
体
戦
】
▽
紅
組
（
漆
戸
駿
・

宮
田
栞
菜
・
嶋
津
帆
夏
・
宮
田
花

連
・
寒
河
江
思
子
・
久
保
田
颯
・

中
澤
卓
馬
・
小
菅
生
竜
夫
・
佐
藤

篤
子
）

◆
第
47
回
全
道
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
旭
川
予
選
会

（
７
月
31
日
・
町
体
育
館
）

【
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
】
①
比
布
フ
レ
ッ

シ
ュ

※
比
布
フ
レ
ッ
シ
ュ
は
、
10
月
１

～
２
日
に
札
幌
市
で
開
か
れ
る
全

道
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

◆
第
13
回
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
ナ
ガ

オ
杯
争
奪
卓
球
大
会
小
学
生
の
部

（
７
月
31
日
・
旭
川
市
）

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】
▽
５
年
③

山
田
蓮
▽
６
年
③
浅
野
和
哉

◆
第
29
回
高
体
連
旭
川
支
部
夏
季

新
人
テ
ニ
ス
大
会

（
８
月
３
～
５
日
・
旭
川
市
）

【
団
体
】
②
旭
川
北
（
佐
藤
太
紀
・

中
谷
紫
温
）
③
旭
川
東
（
石
田
航

陽
）

◆
第
10
回
会
長
杯
兼
月
例
会
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会

（
８
月
４
日
・
百
年
記
念
公
園
）

【
男
性
】
①
澁
谷
興
二
②
髙
橋
勝

寛
③
吉
田
忠
雄

【
女
性
】
①
尾
崎
誠
子
②
戸
野
塚

恵
子
③
大
河
弘
子

◆
全
旭
川
卓
球
選
手
権
大
会
兼 

全
道
大
会
旭
川
地
区
予
選
会
カ

デ
ッ
ト
の
部

（
８
月
４
～
５
日
・
旭
川
市
）

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】
③
平
岡
稜
真
・

中
谷
光
希

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】
▽
13
歳
以

下
③
中
谷
光
希
▽
14
歳
以
下
③
平

岡
稜
真

【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】
①
有
岡
紗
希

【
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】
▽
13
歳
以

下
①
有
岡
紗
希

※
有
岡
さ
ん
は
、
９
月
３
～
４
日

に
小
樽
市
で
開
か
れ
る
全
道
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

◆
第
26
回
ぴ
っ
ぷ
七
夕
天
国

（
８
月
５
日
・
百
年
記
念
公
園
）

◇
町
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

【
男
性
】
①
大
古
場
秀
雄
②
大
西

昭
義
③
工
藤
爲
市

【
女
性
】
①
戸
野
塚
恵
子
②
橘
満

子
③
大
古
場
榮
子

（
８
月
７
日
・
市
街
地
駅
前
通
り
ほ
か
）

◇
玉
入
れ
競
技
大
会

①
緑
町
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
②

北
町
籠
や
③
寿
町
Ｂ

◇
農
産
物
で
GO
競
技
大
会

①
ラ
ン
ル
町
区
②
南
町
Ｂ
③
東
町

Ａ◇
輪
投
げ
競
技
大
会

①
８
区
Ａ
②
２
区
Ａ
③
２
区
Ｂ

◇
親
睦
カ
ラ
オ
ケ
大
会

▽
歌
唱
賞
＝
藤
原
也
、
鈴
木
祥
子

▽
熱
演
賞
＝
高
野
直
人
▽
そ
っ
く

り
賞
＝
漆
戸
七
生
・
漆
戸
望
▽
ス

テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
＝
佐

藤
聡
太
▽
ベ
ス
ト
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

賞
＝
宮
町
岳
志
・
中
澤
卓
馬
・
秋

葉
泰
貴
・
松
岡
信
宏
▽
ハ
ッ
ス
ル

賞
＝
舟
田
あ
か
ね
▽
元
気
で
ガ
ン

バ
ッ
タ
賞
＝
村
中
徳
子
▽
特
別
賞

＝
戸
野
塚
照
子
、
三
浦
淳
一
、
三

浦
明
美

◆
第
29
回
北
北
海
道
オ
ー
プ
ン

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

（
８
月
６
～
９
日
・
旭
川
市
）

【
シ
ン
グ
ル
ス
】
▽
16
歳
以
下
③

石
田
航
陽
（
旭
川
東
）

◆
第
54
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
青
少
年

剣
道
大
会

（
８
月
14
日
・
紋
別
市
）

【
団
体
】
▽
女
子
小
学
生
の
部
③

比
布
Ａ
（
小
菅
生
莉
子
・
寒
河
江

思
子
・
堺
七
虹
）

【
個
人
】
▽
女
子
小
学
生
高
学
年

の
部
③
堺
七
虹

◆
納
涼
祭
仮
装
盆
踊
り
大
会

（
８
月
19
日
・
中
央
ふ
れ
あ
い
広
場
ほ
か
）

【
団
体
】①
ア
リ
ス
イ
ン
ワ
ン
ダ
ー

ぴ
っ
ぷ
「
ア
リ
ス
イ
ン
ワ
ン
ダ
ー

ぴ
っ
ぷ
」
②
あ
そ
か
苑
「
そ
れ
行

け
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
③
役
場
親
交

会
「
パ
ー
マ
ン
」

【
個
人
】
①
寒
河
江
フ
ァ
ミ
リ
ー

「
ラ
イ
オ
ン
」
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■山森産業㈱　
　北町１丁目３- ５
　☎ 85-2264
□正社員

【営業】
内容 / 上川中央地区の肥
料営業販売
勤務 /8:00 ～ 17:00　
資格 / 要普免

【精米見習い】
内容 / 精米作業
勤務 /8:00 ～ 17:00　
資格 / 要普免
□アルバイト

【精米見習い・助手】
内容 / 精米作業補助
勤務 / ４～５時間　

■高齢者事業団　
　中町１丁目 1-15　
　☎ 85-2050
□会員
内容 / 清掃業務・農作業
全般作業員　場所 / 町内
勤務 /8:00 ～ 17:00　
資格 / おおむね 60 歳以上

■㈱辻商会 比布営業所　
　北１線４号　
　☎ 58-9111
□正社員
内容 / 自動車の解体、部
品の仕分け
勤務 /8:30 ～ 17:30　
資格 / 要普免

■町立ぴっぷクリニック　
　中町１丁目 2-10　
　☎ 85-2222
□看護師・准看護師
内容 / 医師の診察補助な
ど
勤務 / シフト制　
資格 / 看護師・准看護師
資格
□看護助手
内容 / 医師・看護師の看
護補助など
勤務 /8：30 ～ 17：15（木・
土曜 は 8：30 ～ 12：30）
資格 / 介護職初任者研修
修了者が望ましい

■求人のある事業所を募

集しています。

　町では、町内の事業所

または町内で勤務する正

社員やパート・アルバイ

トなど従業員を募集して

いる事業所の求人募集案

内を公共機関に掲示して

います。掲示には申し込

みが必要です。求人のあ

る事業所

は、役場

産業振興

課商工労

働係にご

連絡くだ

さい。

町内事業所の求人募集情報をお知らせします。求人募集情報は町図書館玄関、農村環境改善

センターロビー、比布駅で掲示しています。

■問い合わせ■　役場産業振興課商工労働係　☎ 85-4806

ぴっぷの夏

2016/7

24
らんる夏まつり

2016/8

７
ぴっぷ七夕天国

2016/8

18・19
納涼祭盆踊り

2016/8

６
あそか苑・くるみ保育園・無憂苑

七夕まつり

2016/8

１
比布神社例大祭

今年もぴっぷの夏は熱かった！

求人募集
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まちの話題や情報など、身近なニュースを広報係にお知らせください。

◆
　
　
◆
　
　
◆

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

介
護
職
員
な
ど
を
対
象
に
研
修

会
を
開
催
。
怒
り
の
感
情
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
ア
ン
ガ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

7.26
介
護
職
員
・
医
療
従
事
者

研
修
会
を
開
催

▼
Ｊ
Ａ
ぴ
っ
ぷ
町
と
ピ
ピ
カ

フ
ェ
比
布
駅
が「
も
ぎ
た
て
市
」

を
開
催
。
９
月
下
旬
ま
で
毎
週

水
曜
日
、
午
前
10
時
～
午
後
３

時
、新
鮮
な
野
菜
が
並
び
ま
す
。

◆
　
　
◆
　
　
◆

▼
砂
川
市
立
病
院
認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー
長
の
内
海
久
美

子
さ
ん
を
招
き
、
認
知
症
講
演

会
を
開
催
。
支
え
合
う
地
域
づ

く
り
の
大
切
さ
を
話
し
ま
し
た
。

7.29
知
っ
て
お
こ
う

身
近
な
認
知
症

▼
町
図
書
館
に
全
国
訪
問
お
は

な
し
隊
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が

来
館
。
子
ど
も
た
ち
は
好
き
な

絵
本
な
ど
を
手
に
と
り
、
夢
中

に
な
っ
て
読
ん
で
い
ま
し
た
。

全
国
訪
問
お
は
な
し
隊

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー

7.23

▼
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

「
子
ど
も
の
広
場
」
で
七
夕
ま

つ
り
を
開
催
。
先
生
が
手
作
り

し
た
金
魚
す
く
い
な
ど
で
、
お

祭
り
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

8.5
「
子
ど
も
の
広
場
」
で

七
夕
ま
つ
り

◆
　
　
◆
　
　
◆

▼
夏
休
み
の
自
由
研
究
を
応
援

す
る
企
画
で
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
ぴ
っ
ぷ
で
昆
虫
採
集
。
虫
あ

み
を
手
に
18
人
が
ク
ワ
ガ
タ
ム

シ
な
ど
を
つ
か
ま
え
ま
し
た
。

8.4
あ
っ
！
　
見
つ
け
た
よ

ク
ワ
ガ
タ
つ
か
ま
え
た
‼

7.20
地
元
野
菜
を
販
売

比
布
駅
で「
も
ぎ
た
て
市
」

　佐藤則一さん（１
区）に、北海道危険
物安全協会連合会会
長から表彰状が贈ら
れました。
　この表彰状は、危
険物安全協会の向上
に尽力され、また危

険物に起因する災害の防止に大きく貢献されてい
る個人に贈られるもので、道内では 16 人が受賞
しています。
　佐藤さんは平成 16 年から上川中部危険物安全
協会の理事に就任以来、組合解散後には比布町危
険物安全協会の副会長として地区協会の危険物の
安全管理と協会の発展に功績をあげています。

危険物安全協会功労表彰
▼
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
が

比
布
霊
園
で
奉
仕
作
業
を
実

施
。
参
加
者
８
人
は
、
戦
没
者

慰
霊
碑
の
周
り
の
草
取
り
な
ど

を
行
い
、き
れ
い
に
し
ま
し
た
。

8.8
身
障
福
祉
協
会
が

墓
地
で
奉
仕
作
業

▼
高
齢
者
事
業
団
が
７
号
道
路

と
比
布
中
学
校
の
清
掃
活
動
を

実
施
。
道
路
に
落
ち
て
い
る
ご

み
や
枯
葉
な
ど
を
ほ
う
き
で
丁

寧
に
集
め
て
清
掃
し
ま
し
た
。

8.10
高
齢
者
事
業
団
が

清
掃
活
動
を
実
施
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中　村　 　悦 さ
ん

（81 歳・南町）

このコーナーは、生涯現役で活躍

している町内の高齢者を紹介しま

す。みなさんからのご紹介もお待

ちしていますので、役場総務企画

課広報係までご連絡ください。

寺
子
屋
を
子
ど
も
た
ち
の

「
こ
こ
ろ
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
」

　
町
教
委
が
夏
と
冬
の
長
期
休
業
中
に
児
童
を

対
象
に
行
う
「
ぶ
っ
く
ん
寺
子
屋
」。
児
童
各

自
が
学
校
の
宿
題
を
持
ち
寄
っ
て
自
習
を
し
、

わ
か
ら
な
い
問
題
が
あ
れ
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
が
教
え
て
く
れ
る
と
い
う
方
式
の
授

業
が
子
ど
も
や
保
護
者
か
ら
も
好
評
で
、
毎
年

た
く
さ
ん
の
児
童
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

 

「
寺
子
屋
に
は
、
勉
強
が
苦
手
な
子
も
参
加
し

て
く
れ
る
。
そ
ん
な
子
た
ち
に
考
え
る
楽
し
さ

を
伝
え
た
い
」
と
話
す
の
は
中
村
積柚
悦
さ
ん
。

　
元
々
学
校
の
教
諭
を
務
め
て
い
た
中
村
さ
ん

は
、
豊
富
な
経
験
を
生
か
し
、
長
年
、
同
事
業

の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、

児
童
の
勉
強
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

 

わ
か
ら
な
い
問
題
に
四
苦
八
苦
す
る
子
ど
も

に
も
時
間
を
惜
し
ま
ず
、
つ
き
っ
き
り
で
勉
強

を
教
え
て
く
れ
る
中
村
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち

か
ら
も
大
人
気
。「『
一
緒
に
頑
張
ろ
う
』
と
い

う
気
持
ち
で
接
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
は
安
心

す
る
し
、
自
信
に
も
繋
が
る
」
と
中
村
さ
ん
。 

「
子
ど
も
と
接
し
て
い
る
と
、
新
し
い
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
る
し
、元
気
も
も
ら
え
る
。教
育
っ

て
い
い
も
ん
だ
ね
」と
笑
顔
で
語
ら
れ
ま
し
た
。

September  2016  No.696

昭和 10 年生まれ、川
西村（現帯広市）出身。
道内各地の小学校で理

科教諭として働き、定年までの３
年間は比布中学校校長を務めた。

大学生ボランティアに教諭
時代の体験談を交えながら
アドバイスをする中村さん。

　８月１日、比布神社例大祭が行われ
ました。露店では子どもたちが、画
びょうを手にカタヌキに熱中。お祭
りならではの雰囲気を楽しんでいま
した。また、みこしの担ぎ手たちの威勢
のいい掛け声や獅子舞に驚いて泣き
出す子どもたちの声など、夏の声が
街の中に響き渡る一日となりました。

■表紙のことば■


